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特特集集 不不安安定定労労働働ととのの闘闘いい

はは
じじ
めめ
にに

本
稿
で
は
、
不
安
定
労
働
の
根
絶
を

目
指
す
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
金
属
労
働
者

の
闘
い
を
紹
介
す
る
。
ロ
メ
ニ
ッ
ク
Ｓ
Ｂ

Ｓ
Ｉ
と
Ｆ
Ｓ
Ｐ
Ｍ
Ｉ
は
と
も
に
、
す
べ
て

の
不
安
定
雇
用
・
臨
時
雇
用
を
常
用
雇

用
か
少
な
く
と
も
長
期
契
約
に
転
換
す

る
た
め
の
闘
い
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

10
年
前
、
長
期
に
及
ん
だ
ス
ハ
ル
ト
独

裁
体
制
が
終
わ
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
労

働
組
合
運
動
全
体
が
再
編
段
階
に
入
っ

た
。
最
も
進
歩
的
な
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ユ
ニ
オ

ン
・
フ
ェ
デ
レ
ー
シ
ョ
ン（
Ｇ
Ｕ
Ｆ
）数
団
体

が
、
労
働
組
合
運
動
の
再
編
を
支
援
す

る
た
め
に
、
各
国
の
加
盟
組
織
と
と
も

に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
活
動
を
開
始
し
た
。

域
内
の
利
害
対
立
が
大
き
な
原
因
で
、

こ
れ
は
厳
し
く
困
難
な
時
期
と
な
っ
た
。

１
９
９
７
年
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
大
会
で
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
と
加
盟
組
織
が
民

主
的
・
自
主
的
な
新
し
い
独
立
金
属
労
組

と
協
力
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
に
支
配
さ
れ
る
組
合

Ｓ
Ｐ
Ｓ
Ｉ
の
除
名
が
決
定
さ
れ
た
。

こ
の
２
つ
の
新
し
い
全
国
組
合
が
そ
の

後
達
成
し
た
実
績
は
、
何
年
間
に
も
わ

た
っ
て
政
府
が
人
権
・
労
働
組
合
権
を
弾

圧
し
て
き
た
国
で
変
化
を
引
き
起
こ
す

た
め
に
、
国
際
労
働
組
合
運
動
に
何
が

で
き
る
か
を
示
す
好
例
で
あ
る
。
両
組

合
は
現
在
、
主
導
的
役
割
を
担
っ
て
お
り
、

労
働
組
合
が
正
義
を
求
め
て
労
働
者
を

動
員
す
れ
ば
影
響
を
及
ぼ
せ
る
こ
と
を

証
明
し
て
い
る
。（
マ
ル
チ
ェ
ロ
・
マ
レ
ン
タ

ッ
キ
Ｉ
Ｍ
Ｆ
書
記
長
）

特
集
「
不
安
定
労
働
と
の
闘
い
」

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る

不
安
定
労
働
者
の
組
織
化
へ
の
取
り
組
み
」

4

Ｉ
Ｍ
Ｆ
本
部
広
報
担
当
部
長

ク
リ
ス
テ
ィ
ン
・
ピ
ー
タ
ー

写真１　チャーヤ・プラセティアレスタリナ（右）は、日系電機企業の契約労働者で新規FSPMI組
合員である。彼女が巡回組織化イベントに参加したのは、組合について詳しく学び、他の労働者
にも加入を勧めるためだ。「工場の仕事は快適ではない。12時間立ちっぱなしで働かなければな
らず、休憩も短すぎる」と彼女は言う
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た
め
に
巡
回
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
。
彼

女
の
意
見
で
は
、
契
約
労
働
者
が
政
府
の

給
付
を
受
給
し
て
解
雇
を
避
け
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
う
え
で
、
同
労
組
は
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。「
私
た
ち
は
３
カ
月

ご
と
に
契
約
を
結
ん
で
い
る
。
契
約
が
３

回
延
長
さ
れ
た
ら
1
カ
月
間
、
派
遣
会
社

に
戻
さ
れ
、
そ
の
あ
と
改
め
て
次
の
３
カ

月
間
の
契
約
を
結
ば
さ
れ
る
」
と
彼
女
は

説
明
し
、「
こ
れ
は
私
た
ち
を
常
用
労
働
者

に
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
策
略
だ
」

と
付
け
加
え
た
。
フ
ィ
ト
リ
ア
さ
ん
に
と

っ
て
、
組
合
加
入
は
常
用
雇
用
確
保
の
可

能
性
を
意
味
す
る
。
組
合
に
入
っ
た
動
機

を
彼
女
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。「
私

が
組
合
に
入
っ
た
の
は
、
契
約
労
働
者
か

ら
常
用
労
働
者
に
移
れ
る
よ
う
手
助
け
し

て
ほ
し
か
っ
た
か
ら
だ
」
と
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
労
働
組
合
、
特
に
Ｅ

Ｐ
Ｚ
の
労
働
者
を
組
織
化
し
て
い
る
労
働

組
合
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
は
、
契
約
労

働
・
外
部
委
託
労
働
の
激
増
で
あ
る
。
ロ

メ
ニ
ッ
ク
Ｓ
Ｂ
Ｓ
Ｉ
に
よ
る
と
、
２
０
０

５
年
以
降
、
不
安
定
な
労
働
条
件
で
雇
用

さ
れ
る
労
働
者
が
20
％
増
え
た
。
ロ
メ
ニ

ッ
ク
の
推
計
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
労
働
者
の
70
％
が
不
安
定
雇
用
に
就
い

て
い
る
。
一
方
、
Ｆ
Ｓ
Ｐ
Ｍ
Ｉ
は
、
バ
タ

ム
で
は
こ
の
不
安
定
雇
用
労
働
者
の
比
率

は
も
っ
と
は
る
か
に
高
い
と
み
て
お
り
、

バ
タ
ム
で
働
く
全
労
働
者
の
98
％
が
派
遣

会
社
を
通
し
て
契
約
雇
用
ま
た
は
外
部
委

託
雇
用
さ
れ
て
い
る
と
推
測
し
て
い
る
。

Ｅ
Ｐ
Ｚ
（
輸
出
加
工
区
）
は
「
あ
る
国

の
中
で
、
海
外
か
ら
の
投
資
を
呼
び
込
む

た
め
に
政
府
規
制
や
税
金
、
関
税
が
撤
廃

ま
た
は
大
幅
削
減
さ
れ
た
地
域
」
と
定
義

さ
れ
る
。
Ｅ
Ｐ
Ｚ
に
お
け
る
規
制
の
緩
さ

は
、
労
働
者
の
諸
権
利
や
安
全
衛
生
、
環

境
基
準
、
社
会
的
保
護
の
大
き
な
犠
牲
の

上
に
成
り
立
っ
て
い
る
。
政
府
は
労
働
者

の
権
利
が
、
企
業
の
利
益
の
邪
魔
に
な
ら

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
ど
ん
な
苦
労
も

惜
し
ま
な
い
。
そ
の
よ
う
な
地
域
の
組
合

組
織
化
は
極
め
て
困
難
で
あ
り
、
場
合
に

よ
っ
て
は
危
険
を
伴
う
。

フフ
ェェ
ンン
スス
でで
囲囲
まま
れれ
たた

生生
活活

80
社
が
拠
点
を
置
き
、
6
〜
8
万
人
の

労
働
者
が
働
く
バ
タ
ム
最
大
の
Ｅ
Ｐ
Ｚ

（
輸
出
加
工
区
）、
バ
タ
ミ
ン
ド
工
業
団
地

に
車
で
向
か
う
途
中
、
道
路
沿
い
に
散
髪

屋
か
ら
古
着
屋
ま
で
各
種
の
小
さ
な
お
店

が
立
ち
並
ん
で
い
た
。
店
の
後
ろ
に
は
狭

い
通
路
が
あ
り
、
そ
の
奥
に
は
最
貧
困
層

の
労
働
者
が
住
む
ブ
リ
キ
と
木
で
造
っ
た

掘
っ
建
て
小
屋
が
あ
っ
た
。
こ
の
巨
大
な

工
業
団
地
は
太
い
鉄
棒
の
柵
で
囲
ま
れ
て

保
護
さ
れ
、
柵
の
上
に
は
監
視
用
の
レ
ー

ザ
ー
ワ
イ
ヤ
ー
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
。

1155
人人
のの
女女
性性
とと
寮寮
でで
共共
同同

生生
活活
すす
るる
ミミ
ャャ
ンン
テテ
ィィ

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
地
方
都
市
バ
タ
ム
に

あ
る
輸
出
加
工
区
の
レ
ー
ザ
ー
ワ
イ
ヤ

ー
・
フ
ェ
ン
ス
の
向
こ
う
側
で
は
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
労
働
組
合
２
団
体
が
世
界
で

最
も
う
ま
く
不
安
定
雇
用
労
働
者
の
組
織

化
を
推
し
進
め
て
い
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
金
属
労
連
（
Ｆ
Ｓ
Ｐ
Ｍ

Ｉ
）
の
リ
ド
ウ
ィ
ン
・
モ
ノ
ア
ル
フ
ァ
副

会
長
は
、
バ
タ
ム
市
外
に
あ
る
小
さ
な
ホ

テ
ル
で
労
働
者
た
ち
の
前
に
立
っ
て
い
た
。

副
会
長
は
片
手
を
宙
に
差
し
上
げ
、
も
う

一
方
の
手
で
マ
イ
ク
を
握
り
な
が
ら
、
皆

さ
ん
の
指
を
見
せ
て
ほ
し
い
と
労
働
者
に

語
り
か
け
た
。「
１
本
の
指
だ
け
で
は
大
し

た
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
」
と
副
会
長
は
人

さ
し
指
を
ひ
ら
ひ
ら
さ
せ
な
が
ら
言
っ
た
。

「
だ
が
、
親
指
と
一
緒
に
使
え
ば
、
ほ
ら
、

た
ち
ま
ち
い
ろ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
」。
副
会
長
は
目
の
前
で
ペ
ン

を
拾
い
上
げ
て
見
せ
た
。「
皆
さ
ん
の
手
を

見
せ
て
ほ
し
い
。
手
を
宙
に
上
げ
て
み
ま

し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
、
労
働
者
た
ち
は
開

い
た
手
を
天
井
に
向
け
て
突
き
上
げ
た
。

「
何
も
感
じ
な
い
で
し
ょ
う
？
」。
人
々
は

頭
を
横
に
振
っ
た
。「
今
度
は
、
1
本
1
本

の
指
を
握
り
し
め
て
コ
ブ
シ
を
つ
く
っ
て

く
だ
さ
い
。
力
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
？
」。
集
ま
っ
た

人
々
は
「
は
い
！
」
と
熱
狂
的
に
叫
ん
だ
。

副
会
長
が
拳
を
突
き
上
げ
る
と
、
労
働
者

も
同
じ
よ
う
に
し
た
。「
分
か
り
ま
せ
ん

か
？
　
そ
の
変
化
が
分
か
り
ま
せ
ん
か
？

団
結
す
れ
ば
力
が
出
る
。
そ
し
て
団
結
し

て
組
合
を
作
れ
ば
、
そ
の
変
化
を
感
じ
る

よ
う
に
な
る
の
で
す
」

こ
れ
は
Ｆ
Ｓ
Ｐ
Ｍ
Ｉ
が
実
施
す
る
革
新

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
「
巡
回
組
織
化
イ
ベ
ン

ト
」
で
の
ひ
と
コ
マ
で
あ
り
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
・
バ
タ
ム
島
に
あ
る
警
備
の
厳
し
い

輸
出
加
工
区
（
Ｅ
Ｐ
Ｚ
）
の
多
国
籍
企
業

お
よ
そ
８
０
０
社
の
労
働
者
を
対
象
と
し

て
い
た
。
こ
の
Ｅ
Ｐ
Ｚ
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
南
岸
か
ら
わ
ず
か
20
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

巨
大
な
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
製
造
拠
点
で

あ
る
。
こ
の
活
動
で
は
、
域
内
の
各
Ｅ
Ｐ

Ｚ
か
ら
新
規
組
合
員
と
組
合
員
に
な
る
可

能
性
の
あ
る
労
働
者
を
バ
ス
で
集
め
、
組

合
歌
を
歌
っ
た
り
、
演
説
を
し
た
り
、
レ

ク
行
事
を
催
し
た
り
、
戦
略
を
練
っ
た
り

し
て
午
後
の
時
間
を
過
ご
す
。
労
働
者
た

ち
に
と
っ
て
、
職
場
で
抱
え
て
い
る
苦
情

に
つ
い
て
自
由
に
語
り
、
組
合
に
つ
い
て

質
問
し
、
同
僚
た
ち
と
対
話
す
る
機
会
に

な
る
。（
写
真
１
）

27
歳
の
女
性
労
働
者
フ
ィ
ト
リ
ア
・
ニ

ン
シ
ー
は
日
系
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
社
の

外
部
委
託
運
転
工
で
、
労
働
組
合
に
つ
い

て
学
び
、
他
の
新
規
組
合
員
と
知
り
合
う
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に
舗
装
さ
れ
た
街
路
と
き
れ
い
に
刈
り
込

ま
れ
た
芝
生
の
中
に
そ
び
え
立
っ
て
い
た
。

多
く
の
労
働
者
は
工
業
団
地
を
出
る
こ
と

が
な
い
。
社
宅
に
住
み
、
会
社
の
直
営
店

で
買
い
物
を
し
、
会
社
の
診
療
所
へ
行
き
、

会
社
の
モ
ス
ク
で
祈
り
を
捧
げ
る
。
工
業

団
地
と
い
う
フ
ェ
ン
ス
で
囲
ま
れ
た
生
活

で
あ
る
。（
写
真
２
）

25
歳
の
女
性
労
働
者
ミ
ヤ
ン
テ
ィ
さ
ん

は
、
３
年
近
く
前
か
ら
同
工
業
団
地
の
中

の
ケ
メ
ッ
ト
（
旧
レ
ボ
ッ
ク
ス
社
）
で
働

き
、
他
の
15
人
の
女
性
労
働
者
と
い
っ
し

ょ
に
会
社
の
寮
に
住
ん
で

い
る
。
15
人
の
女
性
た
ち

は
1
つ
の
部
屋
に
並
べ
ら

れ
た
2
段
ベ
ッ
ド
で
眠
り
、

台
所
と
浴
室
、
そ
れ
に
手

作
り
の
質
素
な
家
具
が
置

か
れ
た
小
さ
な
居
間
を
共

同
で
使
っ
て
い
る
。
社
宅

は
軍
の
兵
舎
と
大
学
の
寮

を
足
し
て
2
で
割
っ
た
よ

う
な
感
じ
だ
。
シ
フ
ト
交

代
や
祈
り
の
呼
び
掛
け
の

時
間
に
は
、
こ
の
「
キ
ャ

ン
パ
ス
」
は
寮
に
帰
る
若

い
労
働
者
や
工
場
に
向
か

う
労
働
者
で
混
み
合
う
。

2
0
0
5
年
、
ミ
ヤ
ン
テ

ィ
さ
ん
は
派
遣
会
社
に
採
用
さ
れ
、
当
時

の
レ
ボ
ッ
ク
ス
社
に
2
年
契
約
で
派
遣
さ

れ
た
。
派
遣
会
社
は
バ
タ
ム
ま
で
の
旅
費

を
支
払
っ
て
く
れ
て
、
必
要
な
書
類
手
続

き
を
行
っ
て
く
れ
た
。
３
年
後
に
は
常
用

労
働
者
に
な
り
た
い
、
と
彼
女
は
願
っ
て

い
る
。
６
人
兄
弟
の
1
人
で
あ
る
ミ
ヤ
ン

テ
ィ
さ
ん
は
中
部
ジ
ャ
ワ
の
農
家
の
出
身

で
、
家
族
は
彼
女
が
毎
月
家
に
送
る
50
万

ル
ピ
ア（
53
・
8
5
米
ド
ル
＝
5
、5
4
7
円
）

に
頼
っ
て
い
る
。
彼
女
は
月
96
万
ル
ピ
ア

（
1
0
4
・
6
5
米
ド
ル
＝
1
0
、7
7
9
円
）

の
最
低
賃
金
で
働
い
て
い
る
が
、
た
び
た

び
残
業
し
て
い
る
た
め
、
月
給
は
平
均
1

4
0
万
ル
ピ
ア
（
1
5
2
・
7
0
米
ド
ル
＝

1
5
、7
2
8
円
）
に
増
え
る
。
こ
の
会
社

は
午
前
7
時
〜
午
後
３
時
、
午
後
３
時
〜

午
後
11
時
、
午
後
11
時
〜
午
前
7
時
の
３

交
代
制
だ
。
夜
勤
で
働
け
ば
さ
ら
に
4
、0

0
0
ル
ピ
ア（
0
・
4
4
米
ド
ル
＝
45
円
）が

支
給
さ
れ
、
シ
フ
ト
は
週
単
位
で
割
り
当

て
ら
れ
る
。

バ
タ
ム
の
Ｅ
Ｐ
Ｚ（
輸
出
加
工
区
）労
働

者
の
ほ
と
ん
ど
が
ミ
ヤ
ン
テ
ィ
さ
ん
と
同

じ
よ
う
な
境
遇
で
あ
る
。
労
働
者
の
80
％

が
19
〜
25
歳
の
若
い
女
性
で
、
仕
事
に
あ

り
つ
く
た
め
に
、
家
族
を
残
し
て
遠
路
は

る
ば
る
バ
タ
ム
へ
や
っ
て
き
た
。
ほ
と
ん

ど
の
労
働
者
が
、
も
っ
と
賃
金
が
低
い
田

舎
で
暮
ら
す
家
族
に
送
金
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
平
均
的
な
送
金
額
は
月
50
万
ル

ピ
ア（
54
・
5
4
米
ド
ル
＝
5
、6
1
8
円
）

前
後
で
、
労
働
者
の
平
均
月
給
の
半
分
を

超
え
て
い
る
。

皮
肉
に
も
、
仕
事
を
確
保
し
て
稼
が
な

け
れ
ば
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
、
労
働

者
が
組
合
加
入
を
恐
れ
る
大
き
な
理
由
で

あ
る
と
同
時
に
、
組
合
の
大
き
な
魅
力
に

も
な
っ
て
い
る
。

ババ
タタ
ムム
のの
EE
PP
ZZ
でで

雇雇
用用
ささ
れれ
るる

33
種種
類類
のの
従従
業業
員員

（1）
外
部
委
託
労
働
者：

最
も
搾
取
さ
れ

て
い
る
労
働
者
は
外
部
委
託
労
働
者
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
労
働
者
は
派
遣
会
社
経
由

で
雇
わ
れ
、
通
常
そ
の
派
遣
会
社
と
契
約

を
結
ぶ
。
労
働
者
が
失
業
し
た
ら
、
派
遣

会
社
は
労
働
者
に
責
任
を
負
わ
せ
、
時
に

は
標
準
賃
金
の
5
〜
10
倍
の
手
数
料
を
取

る
。
外
部
委
託
従
業
員
は
商
品
の
よ
う
に

取
引
さ
れ
、
人
身
売
買
と
紙
一
重
で
あ
る
。

病
気
に
な
っ
た
り
、
妊
娠
し
た
り
、
仕
事

で
ケ
ガ
を
し
た
り
す
る
と
直
ち
に
解
雇
さ

れ
、
派
遣
会
社
か
ら
契
約
違
反
の
罰
金
を

科
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
F
S

P
M
I（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
金
属
労
連
）は
、

出
入
り
す
る
に
は
警
備
員
の
い
る
監
視
所

を
通
り
、
身
分
証
明
書
を
提
示
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
総
工
費
10
億
ド
ル
の
工
業

団
地
に
入
る
と
、
磨
き
上
げ
た
ク
ロ
ム
め

っ
き
の
社
名
ロ
ゴ
を
あ
し
ら
い
、
薄
い
色

の
つ
い
た
反
射
ガ
ラ
ス
で
覆
わ
れ
た
世
界

有
数
の
ブ
ラ
ン
ド
企
業
の
ビ
ル
が
、
立
派

写真2 多くの契約労働
者は、地元の人たちが
「不安定住宅」と呼ぶ野
放し状態の違法な住居に
住んでいる。ここで4人
の労働者が暮らしてい
る。水道もなく、木の厚
板では十分に風雨をしの
げないことが多い。夜間
は発電機を使っている。



「ロメニックはバタムだけでな
く、多数の金属労働者がいるそ
の他の場所（東ジャワやジャカ
ルタ郊外、北スマトラ、中部ジ
ャワなど）でも、もっと多くの
EPZ労働者を組織化する計画
を立てている。ジャワの北にあ
る島々にも手を広げようとして
いる」
また両組合は、労働者の利益

を代表する議会選挙立候補者
の支援にも積極的に取り組んで
いる。2つの金属労組のうち大
きいほうのＦＳＰＭＩは、大きな影
響力を持つバタムＥＰＺ協議会に
加わるべくロビー活動を進めて
いる。現在、この協議会は実業
家と議員だけで構成されてい
る。ＦＳＰＭＩはＥＰＺ協議会に対し、
すべての工業地帯で国際労働
機関条約の遵守を確保するため
の規制強化を強く要求してい

る。同労組が協議会に、契約労
働者が常用労働者より多くの賃
金を受け取り、解雇後最大6カ
月間にわたり医療給付を受けら
れるようにすることを提案した
ところ、あるシンガポールの実
業家は「これは私たちにもっと
多くの常用労働者を採用させる
ための策略だ！」と述べた。
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外
部
委
託
従
業
員
を
対
象
と
す
る
こ
の
よ

う
な
契
約
の
全
廃
を
取
り
決
め
る
こ
と
に

成
功
し
た
。
F
S
P
M
I
が
組
織
化
す
る

工
場
で
は
、
も
う
こ
の
種
の
契
約
は
見
ら

れ
な
い
。

（2）
契
約
労
働
者：

契
約
労
働
者
は
、
一

般
に
主
要
企
業
に
雇
用
さ
れ
る
か
仲
介
機

関
に
採
用
さ
れ
る
が
、
当
該
企
業
と
直
接

契
約
を
結
ん
で
い
る
。
契
約
期
間
は
３
カ

月
か
ら
２
年
で
あ
る
。
法
律
に
よ
り
、
労

働
者
が
契
約
労
働
で
３
年
働
い
た
ら
、
使

用
者
は
常
用
雇
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ロ
メ
ニ
ッ
ク
と
F
S
P
M
I
は
と
も
に
、

こ
の
実
施
さ
れ
て
い
な
い
法
律
を
利
用
し

て
企
業
に
3
年
後
に
労
働
者
の
身
分
を
変

更
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
を
収
め
て
い
る
。

こ
れ
は
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
裁
判
所
で

組
合
に
有
利
な
判
決
が
下
さ
れ
た
お
か
げ

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

（3）
常
用
労
働
者：

常
用
労
働
者
は
労
働

者
に
占
め
る
割
合
が
非
常
に
小
さ
い
。
常

用
労
働
者
の
仕
事
の
多
く
は
ス
タ
ッ
フ
部

門
の
管
理
職
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
労
働
者

は
年
1
回
の
定
期
昇
給
に
よ
っ
て
よ
り
多

く
の
所
得
を
得
て
お
り
、
給
付
面
で
も
優

遇
さ
れ
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

労労
働働
組組
合合
のの
戦戦
略略
がが
奏奏

功功
――
ＥＥ
ＰＰ
ＺＺ
労労
働働
者者
のの

組組
織織
化化
のの
成成
功功
事事
例例

Ｅ
Ｐ
Ｚ（
輸
出
加
工
区
）で
働
く
契
約
労

働
者
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
２
つ
の
問
題

は
、
適
正
な
賃
金
と
常
用
雇
用
の
確
保
だ
。

「
誰
も
が
常
用
労
働
者
に
な
り
た
が
っ
て
い

る
」
と
、
日
系
自
動
車
企
業
で
集
金
人
と

し
て
働
く
契
約
労
働
者
の
ア
グ
ン
・
ウ
ィ

リ
ア
ン
ト
・
グ
ナ
ワ
ン
さ
ん（
男
性
）は
こ

う
説
明
す
る
。「
常
用
労
働
者
に
な
れ
ば

将
来
の
展
望
が
開
け
る
。
例
え
ば
、
家

族
が
い
れ
ば
給
付
が
も
ら
え
る
」
と
。

ア
グ
ン
さ
ん
は
、
労
働
者
と
し
て
の
自

分
の
権
利
に
つ
い
て
も
っ
と
知
る
た
め
に
、

ロ
メ
ニ
ッ
ク
・
バ
タ
ム
事
務
所
に
来
て
い

た
。
彼
は
組
合
に
加
入
す
る
こ
と
を
検
討

し
て
い
る
。「
私
に
は
超
過
労
働
手
当
を
受

け
取
る
権
利
が
あ
る
。
そ
れ
を
受
給
で
き

る
よ
う
組
合
に
手
助
け
し
て
ほ
し
い
」
と

言
う
ア
グ
ン
さ
ん
は
、
午
前
8
時
30
分
か

ら
午
後
4
時
30
分
ま
で
有
給
で
フ
ル
タ
イ

ム
で
働
い
て
い
る
が
、
そ
の
後
は
毎
晩
9

時
30
分
ま
で
サ
ー
ビ
ス
残
業
で
働
く
こ
と

が
多
い
。

仕
事
を
め
ぐ
る
競
争
は
過
酷
で
、
25
歳

で
す
で
に
年
を
取
り
す
ぎ
て
い
て
鈍
い
と

み
な
さ
れ
る
こ
と
に
、
多
く
の
労
働
者
が

不
満
を
抱
い
て
い
る
。
少
な
か
ら
ぬ
企
業

が
、
将
来
の
常
用
雇
用
を
期
待
さ
せ
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
に
、
意
図
的
に
労
働
者

に
追
加
訓
練
や
技
能
開
発
を
受
け
さ
せ
て

い
な
い
。
一
方
、
家
族
は
毎
月
の
仕
送
り

を
当
て
に
し
て
い
る
。

Ｆ
Ｓ
Ｐ
Ｍ
Ｉ
と
ロ
メ
ニ
ッ
ク
は
Ｅ
Ｐ
Ｚ

労
働
者
の
ニ
ー
ズ
に
焦
点
を
当
て
、
そ
れ

ぞ
れ
個
別
に
戦
略
を
策
定
し
て
い
る
。
そ

の
目
的
は
、
組
合
の
全
レ
ベ
ル
で
女
性
参

加
を
奨
励
す
る
こ
と
、
契
約
労
働
者
か
ら

常
用
労
働
者
へ
の
切
り
替
え
に
取
り
組
む

こ
と
、
最
低
賃
金
や
労
働
政
策
を
規
制
す

る
意
思
決
定
機
関
に
お
い
て
政
治
的
影
響

力
を
高
め
る
こ
と
、
契
約
労
働
者
数
を
減

ら
す
労
働
協
約
を
取
り
決
め
る
こ
と
、
こ

の
問
題
を
中
心
に
動
員
す
る
こ
と
で
あ
る
。

「
も
っ
と
多
く
の
組
合
員
を
勧
誘
す
る

た
め
に
、
女
性
を
役
員
に
起
用
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
判
断
し
た
」
と
、
Ｆ
Ｓ
Ｐ

Ｍ
Ｉ
バ
タ
ム
支
部
で
オ
ル
グ
担
当
を
務
め

る
バ
リ
ス
・
シ
リ
ト
ン
ガ
氏
は
説
明
す
る
。

「
こ
の
方
針
は
Ｅ
Ｐ
Ｚ
で
労
働
者
の
過
半
数

を
占
め
る
女
性
労
働
者
を
組
織
化
す
る
う

え
で
役
立
っ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
全
国
で

女
性
参
加
率
30
％
を
義
務
づ
け
て
い
る
」

と
バ
リ
ス
氏
は
語
り
、
2
0
0
6
年
の
Ｆ

Ｓ
Ｐ
Ｍ
Ｉ
大
会
に
お
い
て
、
規
約
を
修
正

エドゥアルド・マルパウン会長
インドネシア金属･機械･電
子労連（Lcmenik-SBSI）



こ
れ
を
実
現
で
き
た
の
は
、
両
組
合
が
全

国
組
合
だ
か
ら
だ
―
―
ど
こ
に
資
源
を
振

り
向
け
る
の
が
い
ち
ば
ん
い
い
か
を
全
国

レ
ベ
ル
で
決
定
し
て
い
る
。
両
組
合
は
互

い
に
協
力
し
、
戦
略
や
経
験
を
共
有
し
て

お
り
、
組
合
員
や
地
位
を
め
ぐ
っ
て
競
争

し
た
り
し
て
い
な
い
」

27 IMF JC 2008 Autumn

特特集集 不不安安定定労労働働ととのの闘闘いい

ＥＥ
ＰＰ
ＺＺ
労労
働働
者者
のの

組組
織織
化化

チ
ェ
チ
ェ
・
”
ノ
ラ
“・
ス
ゴ
テ
ィ
ア
さ

ん
は
２
０
０
６
年
に
西
ス
マ
ト
ラ
か
ら
単

身
バ
タ
ム
に
や
っ
て
き
た
。
道
は
険
し
か

っ
た
。
当
初
の
3
カ
月
は
友
人
た
ち
の
家

に
泊
ま
り
、
仕
事
が
見
つ
か
る
ま
で
面
倒

を
見
て
も
ら
っ
た
。
ま
ず
造
船
会
社
Ｐ
Ｔ

ア
ー
テ
ッ
ク
・
マ
リ
ン
ズ
に
就
職
、
そ
の

後
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
企
業
Ｐ
Ｔ
レ
オ
に

移
り
、
現
在
6
カ
月
契
約
で
働
い
て
い
る
。

30
歳
の
ノ
ラ
さ
ん
は
平
均
的
な
Ｅ
Ｐ
Ｚ

労
働
者
で
は
な
い
。
４
人
兄
弟
の
一
番
上

で
、
有
名
な
ア
ン
ダ
ラ
ス
大
学
の
法
学
部

を
卒
業
し
、
在
学
中
に
女
性
の
権
利
に
関

心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
1
年
前
に
ロ

メ
ニ
ッ
ク
に
加
入
し
、
労
働
者
の
権
利
、

特
に
女
性
労
働
者
の
権
利
に
つ
い
て
学
び

始
め
た
。
同
労
組
で
受
け
た
訓
練
と
大
学

で
学
ん
だ
こ
と
を
も
と
に
組
合
オ
ル
グ
に

な
っ
た
。「
こ
こ
の
労
働
者
の
多
く
が
女
性

で
、
自
分
の
権
利
の
こ
と
を
知
ら
な
い
人

が
多
い
。
妊
娠
し
た
ら
解
雇
さ
れ
る
場
合

も
あ
る
。
他
の
女
性
た
ち
に
自
分
の
権
利

に
つ
い
て
教
え
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
た
。

み
ん
な
自
分
に
も
権
利
が
あ
る
こ
と
を
知

っ
て
驚
い
て
い
た
。
私
は
女
性
労
働
者
た

ち
に
、
組
合
加
入
は
法
律
違
反
で
は
な
い

と
教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
彼
女

ら
は
組
合
に
入
れ
ば
職
を
失
う
こ
と
に
な

る
と
心
配
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
話
し
合

し
て
組
合
の
全
レ
ベ
ル
で
女
性
参
加
率

30
％
を
確
保
す
る
と
い
う
決
定
が
下
さ
れ

た
こ
と
に
触
れ
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
法
律
で
は
、「
同
じ
企

業
で
雇
用
さ
れ
る
契
約
労
働
者
に
は
３
年

後
に
常
用
雇
用
の
地
位
を
得
る
権
利
が
あ

る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
の
組

合
も
、
３
年
経
過
の
直
前
に
不
当
解
雇
さ

れ
た
労
働
者
が
正
社
員
と
し
て
復
職
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
激
し
い
法
廷
闘

争
を
繰
り
広
げ
（
そ
し
て
勝
利
を
収
め
）

て
い
る
。
両
組
合
は
、
す
べ
て
の
外
部
委

託
労
働
者
、
派
遣
会
社
経
由
で
雇
わ
れ
た

サイード・イクバル会長
インドネシア金属労連
（FSPMI）

「まず、なぜ女性が組合活動
に参加しないのかを知る必要
があった。現在、組合に加入
することがいかに重要か、ど
うすれば組合で活動できるか
について、女性を対象に教育
プログラムを実施していると
ころだ。このプログラムは当
然ながら女性労働者の組織
化に役立っている」

労
働
者
、
権
利
を
侵
害
さ
れ
や
す
い
労
働

者
が
、
主
た
る
使
用
者
と
の
直
接
契
約
に

移
行
で
き
る
よ
う
に
す
る
労
働
協
約
も
取

り
決
め
て
い
る
。
こ
の
努
力
の
進
展
は
緩

慢
で
は
あ
る
が
、
労
働
者
に
莫
大
な
利
益

を
も
た
ら
し
て
い
る
。

「
Ｆ
Ｓ
Ｐ
Ｍ
Ｉ
と
ロ
メ
ニ
ッ
ク
は
、
Ｅ

Ｐ
Ｚ
労
働
者
の
組
織
化
に
つ
い
て
は
、
全

世
界
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
加
盟
組
織
の
中
で
最
も
大

き
な
成
功
を
収
め
て
い
る
」
と
、
ジ
ェ
ニ

ー
・
ホ
ー
ル
ド
ク
ロ
フ
ト
Ｉ
Ｍ
Ｆ
権
利
平

等
・
Ｅ
Ｐ
Ｚ
担
当
部
長
は
述
べ
た
。「
こ
れ

ら
の
労
働
者
の
組
織
化
が
困
難
で
あ
る
こ

と
は
十
分
に
立
証
さ
れ
て
い
る
た
め
、
資

源
の
限
ら
れ
た
組
合
が
別
の
場
所
で
組
織

化
努
力
を
推
し
進
め
る
こ
と
は
理
解
で
き

る
。
だ
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
例
は
と
て
も

重
要
だ
。
と
い
う
の
も
、
確
固
た
る
決
意

と
正
し
い
戦
略
が
あ
れ
ば
、
Ｅ
Ｐ
Ｚ
労
働

者
を
組
織
化
し
て
労
働
条
件
を
改
善
で
き

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
か
ら
だ
」

ジ
ェ
ニ
ー
担
当
部
長
は
、
両
組
合
が
成

功
を
収
め
た
大
き
な
理
由
は
戦
略
的
組

織
化
に
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
こ
と

だ
、
と
指
摘
す
る
。「
両
組
合
は
、
Ｅ
Ｐ
Ｚ

に
組
合
員
に
な
る
可
能
性
の
あ
る
労
働

者
が
大
勢
い
る
こ
と
を
認
識
し
、
時
間
と

資
源
を
投
入
し
て
Ｅ
Ｐ
Ｚ
労
働
者
に
焦

点
を
当
て
た
。
そ
の
結
果
、
組
合
員
数
だ

け
で
な
く
政
治
力
の
面
で
も
成
長
し
た
。

写
真
3

ロ
メ
ニ
ッ
ク
で
組
合
オ
ル
グ
と
し
て
活
動
す

る
30
歳
の
チ
ェ
チ
ェ
・
”
ノ
ラ
“・
ス
ゴ
テ
ィ
ア（
左
）は

テ
ィ
ウ
リ
ス
マ
ウ
テ
ィ
と
ク
リ
ス
テ
ィ
ン
・
ス
ア
ス
ト
リ
に

会
い
、
組
合
加
入
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
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が
ら
、「
自
分
が
住
ん
で
い

る
地
域
は
組
合
を
受
け
入
れ

て
く
れ
る
」
と
ノ
ラ
さ
ん
は

説
明
し
、「
そ
れ
は
組
合
が

地
域
に
も
た
ら
す
利
益
に
つ

い
て
、
時
間
を
か
け
て
近
所

の
人
た
ち
に
伝
え
た
成
果

だ
」
と
語
っ
た
。

ノ
ラ
さ
ん
が
到
着
し
た
と

き
、
相
手
の
女
性
労
働
者
た

ち
は
同
伴
し
た
私
た
ち
国
際

組
織
代
表
団
を
見
て
不
安

が
り
、
姿
を
見
せ
よ
う
と
し

な
か
っ
た
。
優
し
く
促
し
た

と
こ
ろ
、
彼
女
ら
は
居
間
と

台
所
と
を
仕
切
る
ド
ア
代
わ

り
の
カ
ー
テ
ン
の
向
こ
う
か

ら
ゆ
っ
く
り
現
れ
た
。
23
歳

の
テ
ィ
ウ
リ
ス
マ
ウ
テ
ィ
さ

ん
は
、
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
・
エ

レ
ク
ト
リ
ッ
ク
社
と
1
年
契

約
を
結
び
、
５
カ
月
前
か
ら
電
子
コ
ネ
ク

タ
を
作
っ
て
い
る
。
彼
女
は
２
０
０
４
年

に
、
い
と
こ
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
北
ス
マ

ト
ラ
か
ら
や
っ
て
き
た
。
賃
金
は
「
少
し

足
り
な
い
」
が
、
労
働
条
件
は
よ
く
、
こ

の
会
社
が
気
に
入
っ
て
い
る
、
と
彼
女
は

話
し
て
く
れ
た
。
テ
ィ
ウ
リ
ス
マ
ウ
テ
ィ

さ
ん
は
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
の
午
前
6
時

か
ら
午
後
1
時
ま
で
働
い
て
い
る
。
月
給

は
1
1
0
万
ル
ピ
ア（
1
2
0
米
ド
ル
＝
1
2
、

3
6
0
円
）で
、
社
会
保
障
、
医
療
給
付
、

超
過
労
働
手
当
も
あ
る
。
父
親
は
農
民

で
、
彼
女
は
可
能
な
限
り
毎
月
家
に
送
金

し
て
い
る
。
契
約
が
切
れ
た
と
き
に
ど
う

な
る
か
心
配
だ
。
も
う
１
人
の
女
性
、
22

歳
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ン
・
ス
ア
ス
ト
リ
さ
ん
も
北

ス
マ
ト
ラ
出
身
で
あ
る
。
彼
女
は
Ｐ
Ｃ
Ｉ
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
社
で
１
年
間
働
い
た
が
、

契
約
が
切
れ
た
あ
と
更
新
さ
れ
な
か
っ
た
。

今
後
ど
う
す
る
か
は
分
か
ら
な
い
と
言
う
。

Ｆ
Ｓ
Ｐ
Ｍ
Ｉ
は
、
契
約
待
ち
あ
る
い
は

失
業
中
の
組
合
員
向
け
に
、
い
く
つ
か
小

規
模
な
共
同
事
業
を
運
営
し
て
い
る
。
例

え
ば
、
オ
ー
ト
バ
イ
整
備
、
美
容
院
、
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
屋
、
仕
立
屋
な
ど
だ
。
労
働

者
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
貧
困
地
域
の
子
ど

も
た
ち
に
勉
強
を
教
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

29
歳
の
エ
リ
ー
・
イ
ス
テ
ィ
ア
ワ
ン
氏

は
、
6
年
近
く
前
か
ら
日
系
電
子
企
業
で

働
い
て
い
る
。
４
年
前
に
会
社
の
ロ
ッ
カ

ー
の
前
で
、
当
時
同
じ
会
社
に
勤
め
て
い

た
妻
の
ウ
ィ
デ
ィ
ヤ
・
ペ
ル
テ
ィ
ウ
ィ
と

出
会
っ
た
。
エ
リ
ー
さ
ん
は
２
０
０
４
年

に
組
合
に
加
入
し
、
工
場
レ
ベ
ル
の
Ｆ
Ｓ

Ｐ
Ｍ
Ｉ
オ
ル
グ
兼
組
合
役
員
を
務
め
て
い

る
。
エ
リ
ー
氏
に
と
っ
て
、
Ｆ
Ｓ
Ｐ
Ｍ
Ｉ
、

Ｉ
Ｍ
Ｆ（
国
際
金
属
労
連
）、
ア
メ
リ
カ
労

働
総
同
盟
・
産
業
別
労
働
組
合
会
議（
Ａ

Ｆ
Ｌ-

Ｃ
Ｉ
Ｏ
）連
帯
セ
ン
タ
ー
か
ら
受
け

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
訓
練
は
、
有
能
な
オ

ル
グ
に
な
る
た
め
の
足
が
か
り
と
な
っ

た
。「
会
社
が
実
に
多
く
の
不
正
行
為
を
犯

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。

Ｅ
Ｐ
Ｚ
の
全
企
業
で
多
く
の
労
働
組
合
を

作
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
労
働
者
を

団
結
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。
も
ち
ろ

ん
、
Ｅ
Ｐ
Ｚ
の
組
織
化
は
リ
ス
ク
を
伴
う
。

エ
リ
ー
氏
は
、
脅
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
が
、

組
合
活
動
が
原
因
で
昇
進
が
遅
れ
て
い
る

と
確
信
し
て
い
る
。
妻
の
ウ
ィ
デ
ィ
ヤ
さ

ん
は
、
組
合
活
動
を
理
由
に
エ
リ
ー
氏
が

解
雇
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て

い
る
。「
私
は
模
範
に
な
る
必
要
が
あ
る
の

で
、
細
心
の
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
エ
リ
ー
氏
は
説
明
す
る
。

エ
リ
ー
氏
は
契
約
労
働
者
と
し
て
働
き

始
め
、
３
年
後
に
常
用
労
働
者
に
な
っ
た
。

自
分
は
幸
運
だ
と
思
う
。「
他
社
で
働
い
て

い
る
友
人
が
何
人
か
い
る
が
、
そ
れ
ら
の

会
社
は
社
会
保
障
を
提
供
し
て
お
ら
ず
、

事
実
上
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
実
施
し

て
賃
金
面
で
法
律
に
違
反
し
て
い
る
。
私

の
会
社
は
最
低
賃
金
規
則
を
守
っ
て
い
る

が
、
他
社
は
そ
れ
を
適
用
し
た
が
ら
な
い
」

エ
リ
ー
氏
は
妻
と
2
人
の
子
ど
も
と
い

っ
し
ょ
に
、
巨
大
な
工
業
団
地
の
外
に
あ

る
居
住
地
域
で
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
一
寝

室
型
住
宅
に
暮
ら
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も

彼
は
仲
間
の
組
合
員
た
ち
に
、
自
分
の
家

を
見
て
笑
わ
な
い
で
ほ
し
い
と
言
っ
た
。

リ
ド
ウ
ィ
ン
・
モ
ノ
ア
ル
フ
ァ
は
エ
リ
ー

氏
の
肩
を
つ
か
み
、
こ
う
説
明
し
た
。「
も

っ
た
末
、
女
性
労
働
者
た
ち
は
進
ん
で
組

合
に
加
入
し
て
く
れ
た
」（
写
真
３
）

ノ
ラ
さ
ん
は
、
組
合
加
入
に
つ
い
て
話

し
合
う
た
め
に
２
人
の
女
性
労
働
者
に
会

い
に
行
く
途
中
だ
っ
た
。
組
織
化
の
ほ
と

ん
ど
は
週
末
や
午
後
、
休
日
に
同
僚
を
訪

ね
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
、
と
彼
女
は
説
明

す
る
。
ピ
ン
ク
や
青
、
黄
、
緑
の
ト
ロ
ピ

カ
ル
・
カ
ラ
ー
に
彩
ら
れ
た
小
さ
な
家
が

建
ち
並
ぶ
ほ
こ
り
っ
ぽ
い
通
り
を
歩
き
な
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し
私
た
ち
が
笑
う
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
君

に
雨
風
を
し
の
ぐ
家
が
あ
り
、
家
庭
と
呼

べ
る
場
所
が
あ
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
う

か
ら
だ
。
多
く
の
労
働
者
に
は
そ
ん
な
基

本
的
な
も
の
さ
え
な
い
」
と
。

前前
進進

Ｆ
Ｓ
Ｐ
Ｍ
Ｉ
の
場
合
、
バ
タ
ム
に
お
け

る
労
働
者
の
組
織
化
は
、
２
０
０
１
年
に

バ
ナ
ナ
リ
ー
フ
・
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
で

始
ま
っ
た
。
そ
の
と
き
組
合
員
た
ち
は
、

バ
タ
ミ
ン
ド
Ｅ
Ｐ
Ｚ
（
輸
出
加
工
区
）
の

主
要
企
業
数
社
の
中
間
管
理
職
に
こ
っ
そ

り
会
い
、
綿
密
な
計
画
を
立
て
た
。
そ
れ

以
来
、Ｆ
Ｓ
Ｐ
Ｍ
Ｉ
は
バ
タ
ム
で
２
万
５
、

０
０
０
人
の
Ｅ
Ｐ
Ｚ
労
働
者
を
組
織
化

し
、
ロ
メ
ニ
ッ
ク
は
２
万
４
、０
０
０
人
を

組
織
化
し
た
。
昨
年
だ
け
で
、
両
組
合
に

は
１
万
２
、０
０
０
人
の
E
P
Z
労
働
者
が

加
入
し
、
17
の
新
し
い
工
場
支
部
が
設
立

さ
れ
た
。
Ｅ
Ｐ
Ｚ
で
の
活
動
の
多
く
は
、

２
０
０
６
年
に
始
ま
っ
た
Ｅ
Ｐ
Ｚ
組
織
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
と
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
加
盟
組
織
Ｉ
Ｆ
メ
タ
ル
お

よ
び
Ｓ
Ｉ
Ｆ
の
支
援
を
受
け
て
い
る
。

Ｆ
Ｓ
Ｐ
Ｍ
Ｉ
も
ロ
メ
ニ
ッ
ク
も
、
す
で

に
全
国
の
新
し
い
Ｅ
Ｐ
Ｚ
を
詳
し
く
調
査

し
て
お
り
、
２
０
０
９
年
に
そ
こ
で
新
し

い
組
織
化
の
取
り
組
み
を
開
始
す
る
予

定
だ
。
こ
の
間
に
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
、
こ
れ
ら
の

戦
略
を
地
域
お
よ
び
世
界
中
の
他
の

国
々
に
適
用
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て
、

情
報
や
意
見
の
交
換
を
援
助
し
て
い
る
。

「
Ｅ
Ｐ
Ｚ
組
織
化
は
今
後
と
も
、
こ
の

地
域
に
お
け
る
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
活
動
に
と
っ
て

最
も
重
要
だ
」
と
ア
ル
ナ
サ
ラ
ム
Ｉ
Ｍ
Ｆ

東
南
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
代
表
は
言
い
、

次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。「
現
在
、
バ
タ
ム

の
Ｅ
Ｐ
Ｚ
労
働
者
は
労
働
組
合
に
よ
っ
て

保
護
さ
れ
、
雇
用
条
件
と
賃
金
が
大
幅
に

改
善
し
、
工
場
レ
ベ
ル
で
組
合
代
表
が
確

保
さ
れ
て
い
る
。
今
や
組
織
労
働
者
は
、

賃
金
・
雇
用
条
件
の
面
で
未
組
織
労
働
者

の
ト
レ
ン
ド
・
セ
ッ
タ
ー
だ
。
私
た
ち
は

初
め
て
、
選
ば
れ
た
Ｅ
Ｐ
Ｚ
で
大
規
模
な

組
織
化
を
実
施
し
て
成
功
を
収
め
た
。
こ

の
経
験
は
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
の
Ｅ
Ｐ
Ｚ
労
働
者
と
共

有
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
」

各
組
合
は
、
労
働
者
の
組
織
化
に
関
し

て
各
自
が
直
面
し
て
い
る
特
定
の
課
題
に

対
応
す
る
た
め
に
、
独
自
の
戦
略
を
策
定

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
Ｅ
Ｐ
Ｚ
雇

用
に
は
、
世
界
中
の
組
合
に
共
通
の
課
題

を
突
き
つ
け
て
い
る
多
く
の
特
徴
が
あ
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
組
織
化
努
力
の
成
功

は
、
Ｅ
Ｐ
Ｚ
労
働
者
を
苦
し
め
て
い
る
労

働
条
件
が
も
は
や
フ
ェ
ン
ス
で
囲
ま
れ
た

工
業
団
地
や
マ
キ
ラ
ド
ー
ラ
だ
け
の
話
で

は
な
い
と
い
う
点
で
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
活
動
に
と

っ
て
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
実
際
に
、
世

界
中
で
ま
す
ま
す
多
く
の
組
合
が
、
労
働

条
件
や
賃
金
、
雇
用
保
障
の
面
で
質
の
良

い
雇
用
が
浸
食
さ
れ
て
い
る
状
況
を
目
に

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

「
こ
の
雇
用
モ
デ
ル
は
Ｅ
Ｐ
Ｚ
や
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業
に
と
ど
ま
ら
ず
、
他

の
産
業
に
も
広
が
っ
て
い
る
。
不
安
定
雇

用
に
関
す
る
Ｉ
Ｍ
Ｆ
活
動
の
結
果
、
臨

時
・
契
約
労
働
の
増
加
が
至
る
と
こ
ろ
で
、

安
定
し
た
雇
用
を
脅
か
し
て
い
る
実
態
が

明
ら
か
に
な
っ
た
」
と
ジ
ェ
ニ
ー
・
ホ
ー

ル
ド
ク
ロ
フ
ト
は
述
べ
る
。「
す
べ
て
の
場

所
の
組
合
が
専
門
知
識
を
身
に
つ
け
、
こ

れ
ら
の
労
働
者
を
組
織
化
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
だ
―
―
す
で
に

一
部
の
加
盟
組
織
の
存
亡
は
、
そ
れ
が
で

き
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
E
P

Z
は
組
合
に
と
っ
て
孤
立
し
た
『
立
入
禁

止
』
エ
リ
ア
で
は
な
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
も
と
に
お
け
る
将
来
の
活
動
パ
タ
ー
ン

を
示
す
モ
デ
ル
だ
」

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
組
合
は
、
自
分
た
ち

が
苦
し
い
闘
い
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

を
明
確
に
意
識
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
闘
争
で
あ
る

こ
と
も
知
っ
て
い
る
。

ロ
メ
ニ
ッ
ク
の
オ
ル
グ
を
務
め
る
ジ
ャ

ズ
リ
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、「
不
安
定
労
働

者
を
取
り
巻
く
状
況
を
正
す
た
め
に
努
力

し
な
け
れ
ば
、
事
態
が
さ
ら
に
悪
く
な
る

こ
と
は
分
か
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
生
涯
に

わ
た
っ
て
続
く
闘
争
で
あ
り
、
い
ま
闘
い

を
始
め
な
け
れ
ば
ど
う
な
る
か
考
え
て
み

て
ほ
し
い
」

（
I
M
F
発
行「
メ
タ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
08
年
No
・
3
」

か
ら
転
載
）




